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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

昭
和
を
迎
え
た
頃
、
学
生
数
の
増

加
に
よ
り
慶
應
義
塾
で
は
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
が
次
第
に
手
狭
に
な
り
、
１

９
２
７
（
昭
和
２
）
年
よ
り
新
キ
ャ

ン
パ
ス
開
設
を
検
討
し
始
め
る
。
す
る
と

沿
線
の
田
園
都
市
構
想
の
一
環
と
し
て
学

校
誘
致
に
よ
る
旅
客
需
要
増
を
目
指
す
東

京
横
浜
電
鉄
株
式
会
社
（
現
・
東
急
電
鉄

株
式
会
社
）
か
ら 

”日
吉
台
“
の
土
地
約

７
万
２
０
０
０
坪
を
無
償
提
供
す
る
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

設
が
決
ま
っ
た
。

　

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
４
月
に
大
学

予
科
の
移
転
を
も
っ
て
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
歴
史
が
始
ま
る
。
同
年
11
月
に
は
福
澤

諭
吉
誕
生
１
０
０
年
を
兼
ね
、
日
吉
開

校
記
念
祝
賀

会
が
開
催
さ

れ
た
。
１
９

３
９
（
昭
和

14
）
年
に
は
、

工
学
部（
現
・

理
工
学
部
）

の
前
身
で
あ
る
「
藤
原
工
業
大
学
」
が
開

校
。
同
大
学
は
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

に
慶
應
義
塾
に
寄
付
さ
れ
た
。

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歩
み

　

し
か
し
、
そ
の
頃
第
２
次
世
界
大
戦
の

戦
況
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
１
９
４

３
（
昭
和
18
）
年
10
月
に
は
満
20
歳
に
達

し
た
文
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
廃
止
さ
れ
、

終
戦
ま
で
の
間
、
約
３
５
０
０
名
の
塾
生

が
学
徒
出
陣
に
よ
り
戦
地
に
送
ら
れ
た
。

　

ま
た
当
時
の
文
部
省
は
校
舎
の
貸
与
を

慶
應
義
塾
に
求
め
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
３
月
か
ら
第

一
校
舎
や
寄
宿
舎
な
ど
を
海
軍
省
に
貸
与

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
吉
は
地
理
的
に

霞
が
関
（
海
軍
省
・
軍
令
部
）
と
横
須
賀

（
軍
港
）
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
無
線

通
信
環
境
も
良
好
。
し
か
も
キ
ャ
ン
パ
ス

の
寄
宿
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堅
固

な
建
物
で
、
個
室
も
多
く
司
令
部
機
能
は

も
ち
ろ
ん
、
居
住
環
境
と
し
て
も
最
適
と

考
え
ら
れ
た
の
だ
。

　

ま
ず
海
軍
に
よ
る
寄
宿
舎
の
全
面
使
用

が
始
ま
り
、
同
時
期
に
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下

で
軍
事
施
設
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

だ
。
建
設
さ
れ
た
施
設
は
軍
令
部
第
三
部

退
避
壕
、
連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
、
航

空
本
部
等
地
下
壕
、
人
事
局
地
下
壕
で
、

総
延
長
距
離
は
約
２
・
６
㎞
に
及
ぶ
。
キ

田
園
都
市
構
想
に
沿
っ
た

「
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
」
誕
生

日吉開校記念祝賀会（福澤研究センター提供）

竣工時の日吉キャンパス
（福澤研究センター提供）

終
戦
80
年
・慶
應
義
塾
と
戦
争
（
日
吉
キ
ャ
ン
パス
編
）

前
回
（
春
号
）
の
三
田
・
信
濃
町
両
キ
ャ
ン
パス
に
続
き
、
今
号
で
は
日
吉
キ
ャ
ン
パス
を
取
り
上
げ
る
。

戦
争
末
期
、
日
吉
の
校
舎
の
一
部
は
帝
国
海
軍
に
接
収
さ
れ
、
地
下
に
は
連
合
艦
隊
司
令
部
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
し
て
敗
戦
後
、
今
度
は
日
本
に
進
駐
し
た
米
軍
に
よ
っ
て
お
よ
そ
４
年
間
に
わ
た
っ
て
接
収
さ
れ
る
。

キ
ャ
ン
パス
と
戦
争
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
痕
跡
で
あ
る
「
日
吉
台
地
下
壕
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

【あの日、あの時、
映像でよみがえる慶應義塾】～

「VIRIBUS UNITIS 力を合せて
ー慶應義塾復興記録 1947 ～ 1949 ー」
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江
次
塾
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

今
も
残
る「
日
吉
台
地
下
壕
」は

平
和
へ
の
思
い
を
巡
ら
す
拠
点

　

戦
後
復
興
の
中
で
、「
日
吉
台
地
下
壕
」

の
存
在
は
長
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
ま

ず
そ
の
存
在
に
注
目
し
た
の
は
中
高
生
た

ち
だ
っ
た
。
最
も
古
い
記
録
で
は
１
９

５
８
（
昭
和
33
）
年
の
慶
應
義
塾
普
通
部

生
徒
が
労
作
展
の
展
示
で
取
り
上
げ
、
11

年
後
の
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
は
慶

應
義
塾
高
等
学
校
の
文
化
祭
「
日
吉
祭
」

で
生
徒
有
志
が
研
究
発
表
を
行
い
、
そ
の

成
果
は
後
に
小
冊
子
『
わ
が
足
の
下
』
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
高
校

に
入
学
し
て
校
舎
の
裏
の
谷
に
地
下
壕
の

入
り
口
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。（
中
略
）

内
部
の
様
子
を
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
で
地
図
を
作
り
な
が
ら
歩
き
回
っ

た
」
と
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
入
坑
許
可
を

得
て
内
部
を
探
索
・
測
量
す
る
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
当
時
を
知
る
関
係
者
へ
の

聞
き
取
り
も
行
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
調

査
・
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
80
年
代
半
ば

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
当
時
最
も
有
力
な
資

料
と
な
っ
た
の
は
高
校
生
の
調
査
記
録

『
わ
が
足
の
下
』
だ
っ
た
。
今
世
紀
に
入

る
と
考
古
学
に
よ
る
学
術
調
査
も
始
ま
り
、

ャ
ン
パ
ス
外
部
に
は
艦
政
本
部
地
下
壕
も

作
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
日
吉
台

地
下
壕
」
と
呼
ぶ
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
4
月
、
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
は
空
襲
に
よ
っ
て
工
学
部
校

舎
の
約
８
割
が
焼
失
し
た
。
同
年
８
月
14

日
に
日
本
は
連
合
国
軍
に
無
条
件
降
伏
を

決
定
。
米
軍
が
最
初
に
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
東
京
湾
上
の
戦

艦
ミ
ズ
ー
リ
で
行
わ
れ
た
降
伏
文
書
調
印

の
２
日
後
の
９
月
４
日
と
言
わ
れ
て
い
る
。

同
８
日
に
は「
日
吉
軍
事
占
領
の
命
令
書
」

が
渡
さ
れ
、
米
軍
に
よ
る
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
接
収
が
始
ま
っ
た
。

　

接
収
直
後
か
ら
当
時
の
渉
外
室
や
塾
員

有
志
の
三
田
リ
エ
ー
ゾ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る

米
軍
へ
の
度
重
な
る
返
還
交
渉
、
さ
ら
に

当
時
の
学
生
新
聞
『
三
田
新
聞
』
で

ほ
ぼ
毎
号
キ
ャ
ン
パ
ス
返
還
に
関
す

る
特
集
記
事
が
組
ま
れ
た
。
こ
う
し

た
慶
應
義
塾
一
丸
と
な
っ
た
返
還
へ

の
取
り
組
み
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
、

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、
米
ソ
対

立
に
よ
る
占
領
政
策
の
転
換
を
背
景

に
、
６
月
27
日
に
接
収
解
除
が
決
定
。

同
年
10
月
１
日
の
返
還
式
で
は
、
返

還
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
米
軍
よ
り
金

色
木
製
の
”大
鍵
“
が
当
時
の
潮
田

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
拠
点
と
し

て
現
在
も
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に
、
80
年
前

の
戦
争
の
痕
跡
「
日
吉
台
地
下
壕
」
が
今

も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
目
を

背
け
る
の
で
は
な
く
、
今
か
ら
56
年
前
に

知
的
好
奇
心
に
よ
っ
て
調
査
研
究
に
取
り

組
ん
だ
中
高
生
た
ち
の
営
為
は
、
ま
さ
に

学
び
の
原
点
と
言
え
る
。
塾
生
は
、
自
分

た
ち
の
「
足
の
下
」
に
も
目
を
向
け
つ
つ
、

自
由
に
学
び
、
研
究
で
き
る
こ
と
の
意
味

を
心
に
刻
み
な
が
ら
、
日
々
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

地下壕入口 現在の地下壕内作戦室跡。左は暗号室・電信室への通路

キャンパスの返
還式で手渡され
た木製の大鍵
（福澤研究セン
ター提供）

大学に残る最古の
地下壕の測量図
（福澤研究センター提供）


